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上水道の配管設計においては，平面的条件のほか既設

埋設物の回避，弁・栓類の配置等も考慮した上で最適な

曲管・切管を設定配置する必要があります。また，部材

割決定後は，部材や付随する土工等の数量算出も必要に

なります。これらを手作業で行う場合，計算が面倒であ

るばかりでなく，部材数量の拾い漏れも発生しやすく，

チェックにも相当の手間を要することになります。

これまで，部材シンボルを一つずつ配置することで配

管詳細図を作成し，そこから管材数量を集計する専用

CADシステム「V-WATER」を提供してきたところです

が，配管設計に際し，いちばん手間を要する管割機能を

有しておらず，効率化という点で課題が残っていました。

そこで最大の課題であった管割を自動で行う機能を含

め，管路線の配置，縦断設定，伏越し設定，土工数量算

出など，大幅に機能改良を行った専用CADシステム

「V-WATER Ex」を開発しましたので，ここに紹介いた

します。

本システムは，現況平面図を背景に管路線の配置から

縦断設定，弁・栓・分岐・伏越し等の設定，自動管割，

配管詳細図編集，数量算出までを一連で行うものです。

数量計算・積算システムとの連携も可能です。

（1）地形図を背景に自由な路線配置

地形図はSXF形式など各種CADデータやラスタデータ

のほか，DMデータも利用することが可能です。

路線配置は，フリーハンド感覚で作図できるほか，豊

富なツールパネル機能を用い，オフセット指定や，コン

トロール点通過指定なども可能です。

主な特長

システムの概要

（2）縦断，伏越し・分岐等の設定

縦断設定各条件は，表形式でわかりやすく入力できる

ほか，測点情報・文字情報等図面から直接参照入力も可

能です。縦断図書式も自由に変更可能です。
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（3）自動管割

設定された路線，縦断等の条件から単独角・合成角を

持つ位置において最適な曲管を配置し，さらに分岐管等

の条件を加えて切管調整を行い，自動で管割を行います。

計算方向の指定も可能で，割付結果はそのまま平面図に

反映することが可能です。

（4）配管詳細図編集

自動管割された結果から，配管詳細図を自動作成でき

ます。部材の変更（挿入・削除）や旗上げの編集なども

自由に行うことができます。自動管割機能を使用せず，

手動モードで部材を一つずつ配置して作図することも可

能です。

（5）数量出力

配管詳細図から集計する部材を選択することで，部材

数量を集計します。出力する項目の選択や，部材ごとに

コード情報の定義ができますので，積算システムとの連

携も可能です。また，作図する路線には土工，舗装の情

報を設定できますので，数量計算システムとの連携が可

能です。

（6）豊富なマスタデータ

部材マスタにはダクタイル鋳鉄管，塩ビ管，ポリエチ

レン管など主要部材が登録されており，通常は使用する

部材を選択するだけで作業を行うことができます。必要

に応じ属性データの編集や，新規に任意形状で部材の追

加も行うことができますので，さまざまな応用も可能で

す。

本システムでは，自動管割機能により，最大の課題で

あった作業効率について相当の改善が期待されます。

今後は登録部材など適用範囲の拡大，防護工の検討機

能，3次元ビューアや管網計算との連携など機能・操作

性の改善に引き続き取り組んでまいります。
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